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【参考資料 A】 MRI 版ウェルビーイング指標の全体構造 

MRI 版ウェルビーイングの構成９要素（A.～I.）、21 項目（A-1～I-1）、36 指標（A-1-1～I-1-3）は以下の

とおり。 
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【参考資料 B】 生活者 1 万 2 千人アンケートの設問項目 

今回のアンケート調査は、MRI 生活者市場予測システム（mif）が保有する 3 万人のパネルのうち、以下の

属性分布を持つ 1 万 2 千人のパネルを対象として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにおける設問は以下の５問であり、うち問１については【参考資料 A】に記載した構成要素の A.か

ら D.、問３については同 E.から I.の対象指標ごとに回答を求めている。 

 

問１ （１）あなた自身の生き方において、以下の項目はどの程度重要だと思いますか。 

１：重要ではない、２：あまり重要ではない、３：どちらともいえない 

４：やや重要である、５：重要である 

－ ウェルビーイング構成要素 A.から D.に含まれる指標ごとに回答 － 

（２）あなた自身の現在の状況について、以下の項目にはどの程度満足していますか。 

１：満足していない、２：あまり満足していない、３：どちらともいえない、 

４：やや満足している、５：満足している 

－ ウェルビーイング構成要素 A.から D.に含まれる指標ごとに回答 － 

 

問２ あなた自身の現在の状況を総合的に見ると、どの程度満足していますか。 

選択肢は問１（２）と同様  

 

問３ （１）あなたが住んでいる地域について、以下の項目はどの程度重要だと思いますか。 

選択肢は問１（１）と同様 

      － ウェルビーイング構成要素 E.から I.に含まれる指標ごとに回答 － 

（２）あなたが住んでいる地域では、以下の項目はどの程度実現されていると考えますか。 

１：実現していない、２：あまり実現していない、３：どちらともいえない、 

４：ある程度実現している、５：実現している 

      － ウェルビーイング構成要素 E.から I.に含まれる指標ごとに回答 － 

 

性別 N ％

男性 6,033 50.3%

女性 5,967 49.7%

合計 12,000 100.0%

年代 N ％

20-29 1,630 13.6%

30-39 1,807 15.1%

40-49 2,308 19.2%

50-59 2,216 18.5%

60-69 1,946 16.2%

70-79 2,093 17.4%

対象外 0 0.0%

合計 12,000 100.0%

居住地域 N ％

北海道・東北 1,256 10.5%

関東 4,296 35.8%

中部 2,163 18.0%

近畿 2,025 16.9%

中国・四国 1,013 8.4%

九州沖縄 1,247 10.4%

合計 12,000 100.0%
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問４ あなたが住んでいる社会を総合的に見ると、どの程度望ましい姿が実現されていると考えますか。 

選択肢は問３（２）と同様  

問５ あなた自身の状況と社会の状況を総合的に見ると、全体としてどの程度満足していますか。 

選択肢は問１（２）と同様  

 

ウェルビーイング構成要素ごとに回答を求める問１および問３については、回答傾向にバイアスが生じること

を避けるため、A～D の要素が出てくる順、および同一要素内での項目が出てくる順をランダム化した。 

 

 

【参考資料 C】 順序ロジットモデルに基づくウェルビーイング関数の推計 

生活者 1 万 2 千人アンケート調査結果の個票を用い、主観的満足度を被説明変数、世帯収入や各種属性、

MRI 版ウェルビーイング各指標の満足度／実現度を説明変数とするウェルビーイング関数（主観的満足度関

数）を推計した。推計手法には順序ロジットモデルを使用している。 

ウェルビーイング関数の構造は以下のとおり： 

  SWB ＝ f（x , y , z） 

      ここで、 SWB：アンケート調査における「問 5（総合的な満足度）」 

x：主観的満足度に影響を及ぼす要因 

（人間・社会・地球の要素に含まれる 36 指標の満足度／実現度） 

y：世帯収入 

z：主観的満足度に影響を及ぼすその他の属性要素 

 

具体的な推計式は以下のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、説明変数として投入している主観的満足度に影響を及ぼす要因は、【参考資料 B】に示すとおりいず

れも 5 段階の回答となっている。今回のウェルビーイング関数では、回答結果を 1～5 の数値変数として投入

しており、段階が変化することによる影響が等しいと仮定している。各段階の変化がウェルビーイングに及ぼす

影響は厳密には等しくないと考えられるが、今次推計では等分と仮定することが推計結果を著しくゆがめる可

能性は少なく、一定の妥当性があるものと判断している。 

 

＋ ＋ ＋ ＋

＋ , k=1,2, 3, 4, 5

（主観的満足度指標）

（世帯所得）

（年齢） （年齢の二乗）

（誤差項）

（主観的満足度に影響を及ぼす要因）

（結婚ダミー：既婚=1） （ローン残高）（子供の数） （貯蓄残高）


